
KOOLS-IFUのデータ解析ソフト

面分光研究会 (2019/Oct./29-30)

松林和也 (京都大学)



このデータ解析ソフトの守備範囲

生データ
データキューブ
(画像、スペクトル)

• 生データからデータキューブまで
• データキューブ以降はaflakなどを利用



データ解析ソフトへの要望

• 面分光データの解析は時間がかかる→ 解析
パイプラインが欲しい

• KOOLS-IFUは面分光初心者向け (※個人の感想)
→初心者にも使いやすい→ GUI

• 点源を大量に観測するプログラムあり (1晩に
~1000フレーム) →スクリプトで実行

• 突発天体の場合、すぐにスペクトルが見たい

(KOOLS-IFU特有の項目もいくつか)



データ解析ソフトの現状

• IRAF/PyRAFを
利用

• hydraパッ
ケージ利用



IRAF/hydraの欠点

• 自動化できない (GUI必須の部分あり)

• 波長較正で、全127ファイバー全てのスペクトル
をまじめにチェックする必要あり。1本でも間違え
ると最初からやり直し

• そもそもIRAF自体がいつまで使えるか不明
• Astroconda with IRAFもサポート外

→他の言語で1から作り直す方が良いのでは



KOOLS-IFU専用データ解析ソフト

• 開発中
• python3、numpy、

scipy、astropy、
pyqt5、
pyqtgraphを使用

• 波長較正などを
GUIから行える

• 内部の関数を直接使えば、自動で解析できる
• Quicklookでまさにその使い方をしている



データ解析ソフトの共同開発？

• 装置開発者、観測者が各々で作るより、良いも
のができるのでは？
• cosmic ray除去、sky引き、大気分散補正、複
数フレーム重ね合わせ、ノイズ計算、…

• どのように協力するか？
• 1つのソフトを複数人でコーディング
• 汎用ソフト (pythonなど) の使い方相談
• 他装置のソフトの情報収集

• 手段はメーリングリストやwikiなど？



IRAF代替ソフトウェア？

• (面分光に限らず) IRAFをいつまで使い続ける？
• NRAOサポート終了
• astroconda (STScI) もサポート終了
• 現在はコミュニティベースのサポート

• 過去に作ったスクリプトを使いたい
• ブラックボックスで、手が届かず困ったことも…

• IRAFに代わってデータ処理に使う言語は？
• python、IDL、C/C++、…



まとめ

• 解析の省力化→早いサイエンスアウトプット

• データ解析ソフトの共同開発？

• お互い気軽に相談しやすい環境を作るだけ
でも、大きな前進

• データ解析に使用する言語は？
• IRAF？python？IDL？C/C++？その他？
• 一次処理後はaflakもどうぞ

面分光観測においてデータ解析は重要な要素


